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Res竜mee   

BekanntlichistdieSpracheeinezeitlich－1inearerAbfolge．DieseIJinialit嵐tbildetnichtsandersalseine  

ReiheodereineReihung．GleichwohlleistetdiedenkendeSpracheg・egendieReihungundlauftetsozusag・en  

“shlfenweise”：ZumBeispiel《Wenn／dann－Satze》 oder 《Wer／dem（den）－Satze》．DurchdieEntdeck－  

ungeinerStufeoderStufungk6nntemaneinVorfeldbesetzung・SWOrtanalysieren．  

Im Unterschied zu der englischen Sprache und der franz6sischen Spracheist ein Subjektwort der  

deutschenSpracheniezurVorfeldbesetzungbestimmt．DasVorfeldistdocheinFreiraum．Darausfolgt  

“Anythinggoes”nie．   

Thema／Rhema－Gliederung，einderGrundbegriffeinderLinguistik，besondersinderTextgrammatik，  

tragtdazubei，dieEig・en旭mlichkeitdesVorfeldbeset2；ungSgliedsdadurchzuanalysieren，daBderBegriff  

zwischen einem Minimum der Auffalligkeiund einem Maximum der Auffalligkeit unterscheidet．  

くBEKANNT〉oder〈GEGEBEN〉istthematisch；rhematischist 〈UNBEKANNT〉 oder 〈INNOVATIV〉．  

要 約   

周知のように二十世紀言語学はソシュールの発見以来、言語が「時間的に一次元の継起物」であることを踏まえる。  

そのまぎれもない「列状態」に対して、しかし言語は「層」を形成することによって「抵抗」する。この「層。成層。  

階段。段々」が、かの次元に重畳することを発見することによって、例えばドイツ語の「文頭語」の性質も究明出来る。   

ドイツ語の「文頭」「前域」は、英語やフランス語と違って「主語」を指定しない。自由な空位空間である。という  

ことは、「何でもよい」語句が言えるということではなく、また、たんなる「強調」を示すばかりでもない。また、「併  

行配列法」の濃厚な日本語とも異なって、「交錯配列法」を特徴とする語順を形成し、それは、テクスト性の形成に大  

いに寄与するものである。   

言語学、特にテクスト文法の基礎概念のひとつである「テーマ。レーマ関係」は、「際立ちの最小限」例えば《es》  

と「際立ちの最大限」例えば《das》との間を区別することによって、文頭語の特徴を解明することに寄与する。「既  

知、所与」ということが「テMマ的」であり、「未知」「革新的」ということが「レーマ的」である。  

Koywords：Thema／Rhema－Korrelation（テーマ。レーマ関係），ReiheundStufe（列と層），dieRollrBe－  

d8utngdesVorfeldbesetzungsglied（文頭語の役割意義），thematisch（テーマ的），rhematisch（レー  

マ的），Th8ma－Phi（¢）でheorie（新規のテ鵬マ不在理論）  
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な形態として、「テーマ。レーマ関係」という考え方を  

導入する。そして、そこから始まり、同時に言語におけ  

る「層」という存在の共有を一般化し、さらに、文頭語  

以外にも、「テ血マ◎レーマ関係」を優れて言語形態と  

して斬在的、潜在的に明示する「構文」を析出する。  

はl－ニめに二  

英語を第一外国語とする日本でドイツ語教育にたずさ  

わる者なら誰しも経験することであろうが、しかし、そ  

こから仲々脱却しにくい陸路が存在する。それが、文頭  

語の問題である。例えば、「私は目下長編小説を読んで  

いる。著者を直接知っているのだ」という日本語を独作  

文練習する際に、例えば：  

IchlesegeradeeinenRoman．Ichkenneden   

Verfasserpers6nlich／Ichkennepers6nlich   

den Verfasser．   

という答案例をはとんどの者が見ることであろう。第  

二番目の文が、「主語。述語（主語。動詞）」という形な  

のである。これはまぎれもなく、英語による「語順の固  

定化」が背景に働いており、それによる「刷り込み」が  

機能しているのであろう。しかしこれではドイツ語の魅  

力は、半減するものであり、その力動的な世界は、永遠  

に開かれないままである。  

“Ichlese gerade einen Roman．Den Verfasser  

kenneichpers6nlich．”という「正解」の文を前提し  

て、“den Verfasser”を文頭に出すように、という指  

導を与えた場合でも、それが可能となるのは、額に脂汗  

を流すほどの苦痛を要するようである。その「棚」と  

なっているものは何であるか。ここには、言語学習にお  

ける「文化変容」という興味深い現象が潜んでおり、そ  

れ自体として究明の対象として追求しなければならない  

はどの問題がひそんでいるようである。つまり、日本語  

を母国語とした場合、その母国語の性質、おそらくは、  

「語順」に関して、あるいは、「情報伝達と教示」に関  

して、もっと言えば、思考様式において、「並列、併行、  

併置関係」（Nebeneinander）が勝っているということ、  

このことも関わってくるであろう。しかし、これは、ま  

た別問題としよう。   

学習の初級段階ならば、「定動詞第二位の原則」と  

「枠構造」という構文把握のために、「文頭に主語以外  

の語句を言う場合には、定動詞第二位の原則に従って、  

倒置法となる」ということを教示するために、文頭に軽  

い語句を言うこともまた許されるであろう。事実、日本  

だけではなく、フランスのドイツ語教科書、たとえば、  

Larousse：Aよde〟emoわ▼eAムエ財A〃かノタ9βを一瞥  

しても、事情は同じである。本稿では、ドイツ語教育の  

うえでも「盲点」となって、従来は、ほとんど取り上げ  

られることのなかった「文頭にはどのような性質の語句  

を言うのか」ということの究明のために、「層」の素朴  

‡ 言語学の基礎概念の導入   

1．「言語」の「線条性」は「列状態」を形成するが、  

しかし、「層」の積み重ねが捉え返されなければならな  

い－㌦「層」の発見、「層」の導出：言語は「時間的に  

リニアーである」にもかかわらず、「列」だけではなく、  

「層」を形成する：   

Jaspers’Beg・rlげder morahschen Schuldistin  

Seiner Reichweite universal，das heisst er an－  

erkennt kein Handeln des einzelnen，auCh nicht  

dasHandehaufBefehl，dasderGewissenspr㍍ung  

nichtunterstelltware．Zugleichaberisterinstan一  

址地1sub■el山iv untlindividuelltnit dBi：  alleini抽m  
Verbund鋸1e m．（Hans Saner：戯几Sαmたei£ ㍑托d  

∬om椚胤扇加減0托． 励βαツS Z㍑r GeβCんよc如e〔ge8  

月e相加乃g，Lenos1994，S．133）（ヤスパースによる道義的  

な罪という概念はその射程距離が普遍的である、ということは  

つまり、その概念は、たとえ命令に基づいた行為であるにせよ、  

良心の検証に服さないであろう、個々人のいかなる行為も承認  

しないということである。同時にしかし、それは、審判者とし  

ては、はとんど全面的に主体的にして個人的なものであり、コ  

ミュニケーションによって親しく結びついた「君」に向けて単独  

のまま開かれている状態を伴っている。ハンス・ザーナー）   
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図解（1）   

試みに、呈示した「図解（1）（2）」であるが、ここで日  に読み取れるものとして、「列」に対する「層」の存在  

本語の「棚田」のように作られるものは、いったいなに  がある。さらに次の、ドイツ語に顕著な「冠姉句」の場  

か、という問題である。ドイツ語の場合、比較的に明瞭  合「図解（3）」を見てみよう。   

（図解3）  

eine Rede Stufe1・  
l  

eine121bto）壷cheRede  Stufe2． Stufung  

einebeachtetehisorischeRede  Stufe3．  

eineweltweltbeachtetehi8tOrischeRede  Stufb4，  

Reihung（Dellung）  

－77…   



TheJournalofKyushuUniversityofNurslngandSocialWelfareVol．3No．1Mar．2001   

この場合、イタリック体で示した語句が新たに付加さ  

れるものである。新たにその都度付加されること、その  

ことに注目して、やはり、これを「段階的に」  

（stufenweise）すすむものと考えて、我々は、「段階  

1」「段階2」「段階3」と呼称し、総じて「列」に対応  

する「層。成層。階段。段々」（Sture；Stufung）の存  

在を発見する。言うまでもなく、そのつどの「層」の付  

加によって、「列」は延長する。そして言語が一次元の  

形態をなしている以上、「列」となって延長の度合いは  

強度を増してゆく。   

次に、「刻み目」ということを考える：  

In der Welt zulebenist gef益hrlich，Wegen derer，  

die das B6se tun，SOndernwegen derer，die zuse－  

henund酢SChehenlassen．（Einstein）  

且塞孟：この世で生きて行くことがそれだけで他者に  

対して脅威を及ぼすのは、悪いことをしでかす輩がいる  

からではなく、見て見ぬ振りをし、起きるがままに黙認   

（図解4）  

放置する輩がいるからである。   

言語は総じて、「話題」とそれに対する「コメント」  

という二つの部分に分たれるという驚嘆すべき性質をも  

つ。あるいは、「主題部」と「展開部」という二つの部  

分へと分たれるというプリミティーフな性質をもっ。  

我々の文例の場合、どこまでが「主題部」であり、どこ  

からが「展開部」であるのかという問いに対して、三つ  

の見解が得られるであろう。その「主題部」と「展開部」  

とが踵を接する部分に「刻み目」を入れると、三つが可  

能である。もっとも大きな「主題部」ともっとも大きな  

「展開部」はどれであるかに対して、大方は、（2）の  

箇所を挙げるであろうが、しかし（1）にあって既に  

「主題」と「展開」は始まっており、（3）にあっても  

「主題」を豊かに大きくとり、「展開りま、最重要箇所  

であるとみることも可能である。この事情を「図解」す  

ると、つぎのようになる：  

（1）  （2）  （3）  

1 nichtwepderer・diedasB6setuう  

InderWeltzulebenistf gefahrlich，  ，SOndernwegenderer，die  

ZuSehen11ndgeschehenlassen．   

と〕  

（2）  

悪をしでかす輩がいるからでは   この世で生きることは、それだけで他者への脅威を及ぼ  が、それは、  

なく、厚を傍観し成り行き任せに放置する輩がいるからである0  

（3）  

こうしてみると、「刻み目」とは、「成層」に照応する  

ものであり、「成層」を感知する能力が言語能力の機能  

であったことが判明する。こうして、「主題部」を  

「テーマ」と呼び、「展開部」を「レーマ」と呼び、「既  

知」と「未知」との両極に相捗る「際立ち」の「諸層」、  

重畳を想定することが出来る。「テーマ・レーマ」を  

もっとも普遍的に定義したものとして、我々は既にハラ  

ルト。ヴァインリヒの定義を持っている。  

加えられてくる情報は「レーマ」としてテーマに加えら  

れる。テーマとはしたがって、そのつど与えられる  

（ge卵ben）情報であり、レーマとは、新たに加えられ  

る革新的な（innovahv）情報である。そして実践的に  

は、いかなる文も、もっとも大きいテーマと、もっとも  

大きいレーマをもっ。その絶好の観察位置に、「いを  

入れてみると、上のようになっていたのである。  

Ⅱ．分析対象の析出   

（a）Herr Sugimotoist ein orig・ineller Kerl．Aber   

Wirsinddochauchorlg・1ne11．  

（b）Herr sugimotoist ein origine11er Kerl．Aber   

Orlglnellsinddochauchwir．  

（a）杉本さんも、変わった人だ。尤も我々も、相当に変   

わっているけどね。   

2．「テ囲マ・レ騨マ■関係」の定義の試み   

テクストはもちろん、聞き手をより低い情報からより  

高い情報へと導く情報量を表現する。一次元の進行中に  

どこかで、例えばテクストの中ほどで、観察位置をとる  

と、聞き手は、この時点までにすでに一定の情報量を得  

ている。そ・のすでに得ていて理解されている情報のこと  

を、「テーマ」と呼び、さらに先のテクストが与える、  
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（b）杉本さんも、変わった人だ。尤も変わっていると言   

えば、我々だって相当変わっているけどね。   （b）は、やはり、次のようになるであろうか：  

日errSugimotoi？teino亘蝉erl．  

（THEMA）  （RHEMA）  

Aberoriかnellsin（＝h蕪auchvir．  

（THEMA）（RHEMA）   

二番目の冒頭originellは、一番目のeinoriginell紺  

Kerlに含まれるoriginellを引き継いで「テーマ」とし  

たものであり、その意味では、新規の「テーマ」ではな  

い。したがって、同等に扱うわけにはゆかない。  

「定動詞第二位の原則」に応じて、「倒置法」が働き、  

（b）の文が生れる。もちろん双方は異なった意味である  

が、どのように異なっていると、解明するのか。テーマ  

とレーマとを指摘すると、次のようになる：  

提灯r融oisteino輌Ⅹerl．  

（THEMA）  （RHEMA）  

AberwirsinddochauQhorigiA9A．  

（THEMA）（RHEMA）   

（図解5）  

（b）は、先行文の「レーマ」を引き継いで、改めてれ  

新規ではなく－「テーマ」として再設定しているわけ  

である。そこで、このあり方を「関係概念」として確保   

（図解6）  

して、「テーマ。レーマ関係」と呼ぶことにし、同時に、  

新規の「テーマ」の「欠如。不在」に注意を促すために、  

「¢」記号でもってこれを表示する：  

E芸崇ご芸慧 

（RHEMA）  必   

mOtOistsinddoch  

ここで析出された「テーマ。レーマ関係」が、本稿の  

分析対象に他ならない。先に言語学の基礎概念のひとつ  

として導入した「層。成層」、これの、ある意味で最も  

素朴な、つまり一つの「層」として存在する言語形態で  

ある。ところで、こういった文頭語として「層」を成す  

言語として、総じてどのようなものが存在するのだろう  

か、さしあたり、次に挙げる文例から析出してみたい。  

うことであろう。人の話しをよく聞くということは、誰だって  

出来ることなのだから。しかし、その意見は間遠っている。本  

当に人の話しをよく聞くことの出来るのは、ごく少数の人に限  

られているからだ。エンデ）   

WasdiekleineMomokonntewiekeinanderer，das  

War：Zuh6ren，Dasist doch nichts Besonderes，  

WirdnunvielleichtmancherLesersag・en，Zuh6ren  

kanndochjeder．aberdasisteinIrrtum．Wirl（1ich  

Zuh6ren k6nnen nur wenig・e Menschen．（Ende：  

財omo1973．S．15）（小さなモーモが他の誰よりも出来たこ  

と、それは他でもない、人の話しをよく聞くということであっ  

た。そんなことは何も格別なことではないと、多くの読者は言  

】79h  
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匡≡司  

馳diekleine Momokonntewiekeinanderer，  

dαβWa王，  

zuhiiren．  

¢  Dasisも  

¢  Zuhむenkann doeh  

¢  Aberdasisも  

¢  Wi洩1iehzuhるでenkiinnen  

doch nichts Besonderes．  

jeder．  

einIrI、tum．   

nurwenlgeMenschen．  

：Was一－・－，dasによって明示的に「テ門マ。レーマ関  

係の構築」である。しかも、daswarの後に「二重  

点」をおいて「改まって」いる。この「二重点」も  

「テーマ。レーマ」の呈示。次の不定法名詞がくっきり  

と輪郭を伴って導かれる。そして、このZuh6renをめ  

ぐって「これは特別なことではない」という反論、さら  

にその反論に対して、「あやまりだ」という規定、最後  

に、Wirklichを「新規な」とみなすべきか否か、考え  

る余地があるが、ここでは、「新規のテーマ」は「不  

在」だと考える。   

「テーマ。レーマ関係」を形成する語句として、次の  

ようなものがここから析出された：  

診Was  das 珍das 診不定形動詞（助動詞構文）  

診指示代名詞（「焦点代名詞」）匝不定形動詞（助動詞構  

文）   

rantwortung tibernehmen sollte，dafuliTTWliziert  

麺zugleich，daB die Schuld ftir die Ursache der  

Haftung anerknnnt wird．（Ralf Kadereit：励rl  

亡ね印）erβ，1998，S．24）  

Wenn wir Deutschen soIche Signalein Richtung  

aufdas g・anZe Europasetzen，danngeschiehtdies  

inderfestenVerbindungmitdemWesten．（Weiz－  

SaCker1990）  

2．wer／der，WaS／das，WO／dort  

Wen Gott sterbenlassen will，der sollsterben  

dtirfen．（神の思し召しで死ぬ人間は、死ぬことを許される  

べきだ）  

：《wel》 は、情報輪郭が最小限の際立ちであり、  

《der》は、情報輪郭が最大限の際立ちである。  

「テーマ。レーマ関係」をすぐれて明示的に示してい  

るのは、WaS／dasであるが、しかし、他の場合も、  

以上のように「テーマ。レーマ関係」を析出可能である。  

以下、「テーマ。レーマ関係」が析出可能なはど顕著で  

ある言語形態を、ドイツ語のなかから抽出して、取り上  

げてゆきたい。  

Was wir tun，（das）wird nie verstanden，SOndern  

immerg・elobtodergetadelt．（Nietzsche）（私たちが  

なすこと、そのことは決して理解されることはなく、いっだっ  

て誉められるか腔されるかである。ニーチェ）  

Die englische Welt dachtein S柏tzpunkten und  

Verkehrslinien．Wasftirdie andernV61kerBoden  

und Heimat war，（daq）erschienihr als bloBes  

Hinterland．（CarlSchmitt：LandundMeer）（イギ  

リス世界は、拠点と交通路繰でものを考えた。自余の諸民族に  

とって基盤であり故郷であったもの、そのものは、イギリス世  

界には、たんなる後背地・背後に退いてゆく地でしかなかった。  

カール。シュミット『陸と梅と』）   

Ⅱ．   

1．wenn／dann（so）；als／da  

Vor dem Hintergrund dieser Auffassung erh良1t  

die vonJaspers vorgenommene Unterscheidung・  

zwischen “Kollektiv － Verantwortlichkeit” und   

“Kollektiv 山 Schuld” der Deutschen eher se－  

mantischen Charakter． 里旦些塑 jeder Btirger  

nachtraglich ftir die Folg・en Staatlicher Hand－  

1ungen wahrend der NS－Zeit haften und die Ve－  

ー80－  
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3．文頭語の考察  

文例：Du hast dich unser Verbrechen teilhaft  

gemacht・－－ ObichmichIhrerVerbrechenteiト  

haft gemacht？Durchwas？－ Dadurch，daB du  

dazugeschwieg・enhast．（君は我々の犯罪に一部加担し  

たんだ。一私があなた方の犯罪に一部加担したって？どう  

いうことで？一一君がそれに対して沈黙を守っていたことに  

よってさ）  

：“Ob”による聞き返しでは、新情報としての「レー  

マ」は、文末の疑問符“？”だけである。  

文例：  

Der Bundeskanzler wird auf Vorschlag・des Bun－  

desprasidentenvom BundestageohneAussprache  

gewahlt． Gewahltist，Wer die Stimmen der  

MehrheitderMitgliederdesBundestagesaufsich  

vereinlgt．DerGew嵐hlteistvomBundesprasiden－  

tenzuernennen．（DasGrundgesetzderBRD，Art・  

63）（ドイツ連邦国首相は、大統領による提案に応じて連邦議  

会によって討議なしで選出される。連邦議会成員の過半数の投  

票を得る者が選出されることになる。選出された者は、大統領  

によって任命される。ドイツ基本法）  

3．1先行語の反復  

文例：Washastdudeng・anZenTaggemacht？  

－Gearbeitet．  

－Gearbeitet（habeichdeng・anZenTag）．  

Wasm6chtestdu jetzt？  

－Mich ausrufen．  

－Michausrufen（m6chteich）．  

（一日中何をしてた？岬勉強してた。これからどうする  

の？一休養を）  

：「ディアローク」の問いと答えの場合、答えにあって  

は、新情報として、「レーマ」のみが呈示される。「過去  

分詞」一語などで、これでもって十分テクストは、成立  

する。省略可能の箇所が「テーマ。レーマ関係」である。  

文例：Wohnung・？Wohnunghabeichnochkeine  

gefundenundg・ekauft．（住まいですか？住まいならまだ  

見つけておらず、買ってもいないのです）  

：問いかけを確認して、文頭語で反復する。  

匡≡∃  

wird aufdemVorschlagdesBundesprasidenten  

ohneAussprachegewahlt．   

werdieStimmenderMehrheitderMitglieder   

desBundestagesaufsichvereinigt．  

vomBundesprasidentenzuernennen・  

しノーーー‥  

Der Bundeskanzle王・  

Gew琵hltist，  

Der Gew昆hlteis七  

は、「関係代名詞wer」によって呈示されている。   

第三番目の文頭語は、もちろん新規の「テーマ」であ  

るわけがなく、「こうした手続きによって選出された者  

が」の意味である。（原文には「こうした手続きによっ  

て」は書かれていないが。）したがって、「テーマ。レー  

マ関係」を構築しており、したがってまた、新規の  

「テーマ」は、依然として「不在。欠如」であった。  

：第二番目の「選出されているGewahltist」は、第  

一番目の文末「選出されるgewahltwerden」を継続  

話題として再設定したものであり、「テーマ。レーマ関  

係」、を示す。新規の「テーマ」ではなく、従って、新規  

の「テーマ」は不在である。「選出されるgewahlt」は、  

前者では、“Werden”とともに「出来事受動態Vor－  

gang－Passiv」によって「いっでも繰り返し、ある  

いは、今にも」出来事として生じることとして提起され、  

これを受けて、後者では、「状態受動態Zustand－  

Passiv」として「確認。確定」の“sein（ist）”ととも  

に、「出来事の結果」としての「状態」が提起される。  

「過去分詞gew益hlt」はこうして、その一部分の意味  

（「出来事」）と、その一部分の意味（「状態」）とがとも  

に表出されて、十全の意味完成を遂行する。「レーマ」  

“Esist das notwendige Schicksalder asiatischen  

Reiche，den Europaiern unterwerfen zu sein，und  

China wird sich auch einmal diesen Schicksal 

ftigenmiissen．”（G．W．F．Hegel）EineF也馳旦gist  

diesaberauchdann．wennsichderOstenrlichtunq  

terwirft，SOndernvonsichau白denGei占tdermod－   

－≧11一一  
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ernen Europas aufnimmt und sich damit gegen  

den Westenwendet．（KarlL6with：Ost und West）  

（「ヨーロッパ人に屈服することはアジアの諸帝国の必然的な  

運命である。中国もまた一度は、この運命に神の摂理として従  

わざるを得ないであろう」と、ヘーゲルは言った。運命と言う  

ならば、次のこと、つまり、東洋が屈服するのではなく、みず  

からすすんで近代ヨーロッパの精神を担い、西洋に立ち向かう  

とき、このこともまた運命である。カール・レーヴィット）  

「1－－‾、】  

dasnotwendigeSchicksalderasiatischenReiche  

denEuropalernunterWerfenzusein  

WirdsichaucheinmaldiesenSchicl｛Salf軸en  

muSSen．  

WennSichderO．nichtunterwirft，SOndernVOnSich  

ausdenG．dermodernenEuropasaufnimmtund  

Sichdamitgegend．W．wendet．  

あり、私は死者に対して責任はありません。アイヒマン」）  

匡∃  

Es ist 

TJnd China 

¢  EineF鹿umgis七diesaberauehdann，  

：“Es／zusein”は、従来の文法では「仮主語。形式  

主語」「不定詞」であったが、テクスト文法では、「地平  

HORIZONTのes」と「焦点FOKUS」関係として命  

名し直される－これは、後述の予定。先行の「レー  

マ」である「運命に摂理として従う」（f仏gen）を話題  

として引き取って、次の文頭に再設定して“EineFu－  

gung・”を打ち出しているが、これはしたがって、新規  

の「テーマ」ではなくして、「テーマ。レーマ関係」の  

導入である。“dann，Wenn”によって、「レーマ」は  

“wenn”が担うことになる。その「レーマ」は、「東洋  

がヘーゲルの言ったように西洋に屈服するのではなく、  

近代西欧の精神を自主的に摂取し西洋に立ち向かうと  

き」と、筆者レーヴィットの新知見が提起される。とい  

うことは、「運命に従う摂理」ということが、ヘーゲル  

とレーヴィットにおいて「意味転換」されていることで  

もある。こうして、先行「レーマ」を「テーマ。レーマ  

関係」へと再設定することにより、たんなる「註釈」に  

とどまらない「先行語句の意味転換」という文脈が形成  

される。  

Das Ende des Kieg・eS bedeutete f也r die meisten  

Bewohner der dreiWestzonen eine Er16sung，  

mithin ftihlten sie sich，Ohne weiter drtiben  

nachzudenken，“b蜘”．空虚！廷b蜘fi払1仁ensich  

die Bewohner der sowjetische besetzte Zone，und  

sie hatten aueh keinen Grund dazu．Weitere Mil－  

1ionen erlebtendasKriegsendeinmitteneinesun－  

menschlichen und freiwi11igen“Transfers”．Sie  

waren vertrieben worden und mul3ten sich das 

Gefiihlder Freiheit und Befreiung erstim Lauf  

derJahre zulegen．Das Thema Befreiung war  

damals keines．Noch zum8．Mai1965weigerte  

Sich Adenauers Moskauer Lieblingsbotschafter，  

Hans Kroll，auf die Befreiung zu trinken．Ein  

Deutscher k6nne doch nicht“auf die elgene  

Niederlagetrinken”．（RudorfAug・Stein：Politihder  

Erinnerw托g，in：DER SPIEGEL v．Nr．19，8．5．1995）  

（戦争の終結は、三つの西側区域の住民にとっては、救いであ  

り、従ってまた、彼らは、このことに関してさらにそれ以上は  

思索することなく、自分たちが「解放された」ように感じた。  

解放されなかったと感じたのは、ソヴィエ卜占領区域の住民で  

あり、彼らがそう感じるだけの根拠も持たなかった。それ以外  

にまた何百万人もの人々が、終戦を非人間的で慈恵的な「移  

送」の真っ只中で体験した。彼らは追放されていたのであり、  

自由と解放の感情を得たのは、時の経過のなかでようやくのこ  

とであった。「解放」という主題は、当時主題ではなかった。  

1965年5月8日でもまだ、アーデナウアーがひいきにする  

モスクワの外交官ハンス・クロールは、「解放jのために乾杯  

Ich bin nur f也r den Transport verantwortlich  

gewesen，ich habe nicht den Zielbalmhof bes－  

timmt，ich habe die Leute nur zu einem bes－  

timmten Ort gebracht，ich habe nieJemanden  

幽，g旦垣皇或habennurdieanderen，ichbinfiir  

die Toten nicht verantwortlich．（Eichmann，auS：  

かieZ即rv．1L2．1999）（「私は移送に対してだけしか責任  

がありませんでした、私が目榛の駅を決めたわけではありませ  

ん、私は人々をただ特定の場所に運んだだけのことであり、私  

は誰かを殺したわけではありません、他の人たちが殺したので  

脚82－   
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wie ein Schirm，den man anSichtlichirgendwo  

vergiBt．（ErichKastner）（私は二十五歳ですが、二人の  

男から置き去りにされたわ。わざと置き忘れる傘のように置き  

去りに。エーリッヒ。ケストナー）  

することを拒んだ。或るドイツ人は、「自国の敗戦のために乾  

杯する」ことは出来ないと言うのだ。アウクシュタイン）  

Ich bin ftinfundzwanzig・Jahre alt，und von zwei  

Mannernwurdeichstehen画．Stehengelassen  

nieJemandenget6teも，  

nur di（〉ander（∋n．   

Ohneweiterdriibennachzudenken，“befreit”．  

die B6wohner der s．besetzte Zone．  

f也nfundzwanzigJahrealt，  

Steh8ngelassen．  

wieeinSchirm，denmanarlSichtlicIlirgendwo  

Verg・i8t．  

1．Ich habe   

¢  

2．Mithinftihltensle，   

¢  

get6七eもha力en  

Ni（〕ht berreiも柑hl七en sich  

3．Ich bin   

und von zwei Mdnnern wurde ich 

¢  別ehengel8月Seれ  

：分析文例1は、ユダヤ移送計画の立案者アイヒマンの  

イスラエル法廷での至言として知られ、かつ「悪の凡庸  

さ」「考えないことの罪」（ハンナ。アーレント）として、  

現代の「机上の殺人者」「官僚体制による殺人」の間藤  

として重要視されてきたものである。殺人への直接関与  

という意味で、アイヒマンは、「過去分詞」get6tet、  

二つの単語を同一意味で使用している。もちろん、新規  

の「テーマ」は不在であり、「他の人たち」は、「レー  

マ」であって、しばしば伝統的な「主語。述語」の固定  

範噂でもって機械的に思い込まれるような「新規のテー  

マ」ではないのである。   

文例2のテクストは、戦後ドイツの出発点の自己理解  

をめぐって「終戦日」が「敗戦の日」か「解放の日」か  

という争点に関するものである。これを受けた「主題。  

解放」に関するものが「テクスト」として選ばれている  

が、最初の「解放された」が「それ以上深く思索するも  

のではない」という意味で括弧つきのものであり、次の  

「解放された」は否定の対象として、すすんで括弧はず  

しにより、使用。   

文例3では、“Stebengelassen”が「テーマ。レー  

マ関係」として再設定されて、貴重な「意味の増幅」を  

成し遂げている。  

braucheich地．》（GreとeWeil：勒d的なg乃）（「も  

う芸術は存在していない」。「もちろん、ジョン、まだ芸術は存  

在しているわ。人間が存在する限り、いっも芸術は存在してき  

た。あなたはかつて一もう随分前の事だけど－マーリア・ラー  

ハからフランクフルトヘの帰りに私に言ったことがあったわ。  

芸術ほ結局、すべての国々に存在している、他の何も、ばくに  

は必要ない、とね。グレーテ・ヴェイル」）  

3．3「補語」を文頭に  

Erkommt zu sp温t一皿沌nktlich war erimmer．  

Ichbin unsicher，Obichihnerkennenwerdenach  

alldenJahren．（Grete Weil：勘ayblgen，Fischer  

1995）（彼は遅れてやって来る一時間どおりでないのは、相  

変わらずであった。グレーテ・ヴェイル）  

醐rwarernicbt，dazu  

hatteerzuvielGeld．（Hauptmann）（尋常の浪費家と  

いうわけではありませんでした。それにお金は、ありあまるほ  

ど持っていましたから。ハウプトマン）  

旦旦主！塾binich輌rst、（金持ちという点  

では、私は王侯にひけをとらない）  

Ich bin nicht gerade疲虫，aber旦些墜binich de－  

Shalbnochlan酢虫迦．（僕は別に金持ちというわけで  

はありません。しかしそうかと言って、貧乏では決してありま  

せん）  3．2 目的語もまた  

《Es gibtkeine Kunst mehT．》《Nattirlich，John，  

gibもesnochKunst．Esha七immerKunstgegeben，  

SOlangeMenschenexistieren．Duhasteinmal－eS  

istsehrlang・eher－－aufderRtickfahrtvonMaria  

LachnachFrankrurtzumir卵Sag仁，Kun如gibtes  

SChlieBlichin allen Landern，und etwas anderes  

辿istnichtnurdieBlumederRomarltiker．豊里豊里  

か1timVolksmund alsdieFarbederTreue．旦主旦旦  

leuchtet auch der reine Bimmel iiber der Bre- 

tagne，辿ist das unter weiBen Schaumkronen  

tosende Meer，独ist das In七erieur der  

－83－   
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V．11．臥1999）（青いのは、ロマン主義者の花ばかりではない。  

世間一般に膏は、忠誠の色であり、プリュタ仰ニュの空もまた  

肯く輝き、白い泡立ちの下でごうごうと音を立てている海もま  

た青く、何度もの嵐に持ちこたえているサン。マロの大理石で  

出来た家屋のインテリアもまた、青い。   

だが、若いヴィヴィアンが最初の不貞への一歩を踏み出す際  

に買った、ピックリと身体に合った服もまた、青い光沢を放っ  

ている。うそは、忠誠と同じく、真実と同じく、青い色である。  

轟実か真実でないか、忠誠か不実かという両極の思考は、人間  

の内面生活の複雑な現実をかすめてゆく。カーレン。ホルン）  

Granithauser von Sairlも Malo，die so manchem  

Sturm trotzenlこ6nnen．   

Doch辿schimmertauchdas eng anlieg・ende  

samtene Kleid，mit desserlKauf die junge  

Krankenpfleg、erin Viviane den ersten Schritt zum  

Ehebruch tut：：Die Ltige scheint so地建Wie die  

Treue，WiedieWahrhaftigkeit．DasDenkeninpo－  

1aren Begriffe wie wahr oder unwahr，treu Oder  

untreu gehもan der komplexen Wirklichkeit des  

menschlichenInnenlebens．（KarenHorn，in：FA  

匡∃   

nichもnur die Blume der Romantiker．   

im Volksmund als die Farbe der Treue．   

auchderreine王iimmeltiberderBretagne，  

dasunもerwei15enSchaumkronen tosende Meer，  

dasInterieurderGranith良uservon SaintMalo，die   

so manchem Sturm trotzen k6nnen．  

auchdasenganliegendesamteneKleid，mit  

dessenKaufdiejungeVivianedeneTStenSchTit七   

乙ItmlミllChruclltut．  

Blauist  

Blau gile 

Blauleuch七eも   

bla′uist   

blauisも  

DocLl  blill］SCllilllnlCrt  

DieLiigescheintsoblauwiedieTreue，WiedieWahThaf七igkeit．  

DasDenkeninpolarenBegriffenwiewahroder  

unwahr，treuOderuntreu  gehtanderkomplexenWirklichkeitdes  

menschlichenInnenlebens．  

：最初からいきなり「テーマ。レーマ」関係が、「肯  

い」に対して繰り出される。そして「Dochけれども」  

を「新規のテ叫マ」とみなすと、「二重点」の向こう岸  

に大きく「テーマ。レーマ関係」が登場であり、なぜ  

「青い」が問題であるのかが見えてくる。「テーマ。  

レーマ関係」の枚挙から抽象的な命題が登場するという  

論理展開である。  

Mensch mit dem Mut des Bekenntnisses dahinter－   

stellt．Und auch die Offenheit oder Echtheit eines   

Lebensausdrucks bedeuten noch keine  

Wahrhaftigkeit，dennderAusdruckistunbewuBt．  

AucheineehrlichgeatiBerteUberzeugungbeweist  

noch keine Wahrhafもigkeit，SOndern 旦主旦些  

旦旦短軸erstda，WOOffenheitundEchtheitdem  

Menschen zum freig・eWahlten Zielwerden．  

Wahrhaftigkeit ist die einem Widerstand  

abgen6tigte Durchsichtig・keit eines Menschen ftir  

Sich selbst．（Otto F．Bollnow：Wahrheit und  

Ⅳαゐ㍗んqβigたeれin：UlrichWIclくert：βαぷ月㍑Cんder  

Tugenden，Hoffmannurld Campe1995，S．242）（正  

直で真っ正直であるのは、人間の他の人間に対する振る舞いお  

いてのことであり、この点を目指す価値観は、外面の視線にも  

また発生する。しかし真率であるのは、自己自身を前にしての  

ことである。真率さとは、人間が自己自身に対して振る舞うあ  

り方の一種である。だからこそ真率さをして、言われたことと   

Ehrlichund aufrechtistder Menschim Verhalten  

zum anderen Menschen，und die hierinzielende  

Bewertung entspringt auch im Blick von aul3en 

her．Wahrhafti輌nschuorぶよc／もSe路－  

St．Wahrhaftigkeitisteine Art，WiesichderMen－  

SCh2：u Sich selbstverhalt．Darum gentig・teS auCh  

nicht，die Wahrhaftigkeit als t）bereinstimmung・  

von Gesag・仁em und Gemeintem zu bezeichnen．  

Daftir wtirde bloBe Ehrlichkeit genugen．  

逆裏蜘1alten erβ£，∽O Sich der  

l一一一～しl－l  
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るから。誠実に表明された確信もまた、未だなんら真率さを証  

明するわけではなく、真率さが発生するのは、心が開かれてい  

ることと純粋であることが、当の人間にとって自由に選ばれた  

目棟となる場合に初めてである。真率さとは、或る人間による、  

抵抗をかいくぐりながらの、自己自身に対する透明さである。  

オットー。ポルノー）  

考えられていることとの一致だと称することは未だ充分でもな  

い。そういう一致のためならば、たんなる誠実さだけで充分で  

あろう。或る振る舞いが真率であるのは、人間が告白の勇気を  

たずさえて背後に控えている場合に初めてである。人生表現が  

心を開いていることと純粋であることは、未だ真率さを意味す  

るわけではない。というのも、この表現は、鰊意識なものであ  

Eh呈－1ich und aufTeChtisもder Mensch  im Verhalten zum anderen Menschen  

Ⅶahrhaftig・aberistdeでMensch  vorsichselbst．  

Wahrhaftigkeitisも  eineArt，WiesichderMenschzusichselst・  

DaTum  gen也gtesauchnicht，dieW．alst）．von  

G．u．G．zu bezeichnen．  

I）afiiT  wiirdebloBeE．gen也gen．  

Wahrhaftig●isteinV甜halもen餌St（do雨），  

wosich der M．mitdem M．des B．dahinter  

ふ
W
一
．
¢
 
 

stellt．   

WOO．undE．demM．zumfreigw．Z．werden．  

dieeinemWiderstandabgen6tigte  

DurchsichtigkeiteinesMenschenftirsichselbst．  

Dieseen七spri喝七ersもda，  

Wahrhaftigkeitist  

：“Wahrhaftig；Wahrhaftigkeit”の規定をめぐって  

“ehrlich，aufrecht，Offenheit，Echtheit”との対比に  

よって、その本質規定が求められている。教育哲学者の  

手になるテクストである。第3の文と最後の文は、「倒  

置法」にあらざるものとして注目に値する。  

dieses Versuches gescheiぬけ．Durch幽hat  

Sichg・egendieAnmaBungdesSystemsdiegeistig・e  

Freiheit des Menschen：die Person gegen das  

Kollektiv．（Weizsacker3．10．1990）（共産主義はしかし、  

この試みの空しさゆえに挫折しました。体制の尊大さに対して  

人間の精神的な自由が、つまり集団に対する人格的な個人が貫  

徹したのです。ヴァイツゼッカー）  3．4 先行語の一部の意味を、反対語を  

DerKommunismusistaberanderVergeblichkeit  

十・丁二」  

Der Kommunismus   

¢  

い‥－、・l  

istaberan derV．d，Ⅴ．酢SCheiteでも．  

hatsichgeg・endieAnmaBungdesS．  

diegeistigeF．desM．  

D旧暮Chgesetzt  

diePeTSOngegendasXollektiv．  

：「挫折するgescheitert」という先行「レーマ」を引  

き継いで、次の文頭には品詞として同じ「過去分詞」で  

ある「貫徹するdurchgesetzt」を「テーマqレーマ関  

係」の「緊張」を示すものとして呈示。「挫折scheit－  

ern」に対する「貫徹durchsetzもen」という反対意味  

が対置され、新規の「テーマ」は「不在」であることが  

直ちに潜在的に示される。  

schwelgende Mehrheit，die vor den Klagen der  

Gequalten Augen und Ohren verschloB，die  

Auschwitzerm6glichthatoderdochzumindestdie  

Durchf也hrung der End16sung im groBen  
MaBstab．  Die Wahrheiも iiber die Ver－  

nichtung・SplanederNazisunddieWirklichkeitder  

LagerwurdenimmerwiederYerleu卯幌  
1isiert，廟蓮並，und 榊  

即如）m打↑e托Sindsie鱒S‖）eiKrieg旦旦由』，mehrals   Denn es war schlieJ31ich die Duldung durch die  
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ZWe＝an卵岬－  
ermords durch die Alliertenim Dezember1942．  

（RonyBrauman：m的als勒ehtahel．DasBeispiel  

月αα托dα，RotbuchVerlag，1995，S．25，26）（というの  

も、アウシュヴィッツを可能とさせたか、少なくとも、大規模  

の最終的解決の遂行を可能とさせたのは、最終的には、苦しむ  

人々の嘆きを前にして目を閉ざし耳を塞いだ沈黙する多数の  

人々による黙認であったからである。ナチスによる絶滅計画に  

関する真実性と収容所の現実性は繰り返し、否認され故意に些  

細なこととされ故意に過小評価され、それらが白日の下に明ら  

かになったのは、ようやく終戦時の際であり、1942年12  

月連合国による民族殺害の有罪判決以後二年以上経ってのちの  

ことである。ロニー・ブローマン）  

匡∃  
DieWahrheit仏berdieVernichtungsplanederNazis  

UnddieWirklichkeitderLager  wurden immer wieder 

Verleugneも，bagatelliert，heuntergespielt  

undwirklichzutagegekommensindsie  

erstbeiKriegsende，mehralszweilangeJahre  

nachderVerurteilung・desV61kermordsdurchdieA．  

im12．1942．  

das Zusammenwissen von Gott，undIndividuum．  

ObdieinnereGegenstimmeaufGottverweistoder  

Ob sie das Sitteng・eSetZ Verk6rpert，ist nicht  

entscheidend；8ntSCh9idendW unter  

entsprechenden kultuellen Vorgaben jeder und 

iedeinderInstan2；des Gewissenseine normative  

Orientierung，nOtfalls auch gegen die Gesetze der  

Gesellschaft aufbauen kann．（Assmann，A．1999，  

S．81）（誰もが、みずからの良心とともに孤独である。けれど  

もこの孤独は、独我論的なものではない。というのも、良心の  

内なる声を通じて人間は、対話をする存在へと変貌するからだ。  

「コンスキュンティア」とは文字どおり、併せて（ともに）知  

るという意味であり、トマス・アキナスの場合、この語は理性  

的にして感情的な知をともに営むということに関わり、もっと  

後年の語源的研究によれば、神と個人とを併せて知ることを指  

示参照する。内なる反逆の声が神を指示参照するのか、それと  

も、人倫の法則を体現するのかは、決定的なことではない、決  

定的なのは、ただひとつ、文化的な基準のもとで男女を問わず  

誰もが良心という審判において規範的な方向づけを、必要とあ  

らば社会の諸法別に反してでも構築することが出来るというこ  

七である。アスマン、A，）  

：先行の「レーマ」：「否認され、些細なこととされ、  

過小評価され」という「受動態。過去分詞」に対して  

「完了。過去分詞」が選択され、「白日の下にさらされ  

る」という意味が「テーマ。レーマ関係」を打ち出して  

いる。もちろん「新規のテーマ」は不在である。どこま  

でが「テーマ。レーマ関係」としてみなされるべきかと  

いう問題が出て乗るが、次の「レーマ」としては、  

肝St以下として考えるのが妥当である。書き手。読み  

手にとって共通の地盤として「テーマ。レーマ関係」を  

確保しておいて、「ようやく」という「焦点詞の副詞」  

とともに、「レーマ」が悠揚迫ることなく、言い募られ  

るのである。  

Jederist mit seinem Gewissen allein．Doch旦皇旦些  

Einsamkeitistkeinesolipsistische，denndurchdie  

innere Stimme des Gewissens verwandelt sich der  

Menschin ein dialogisches Wesen．Conscientia  

heiBtw6rtlich：ZuSammenwissen；beiThomasvon  

Aquin bezieht sich das Wort auf die Zusam－  

menftihrungdesrationalenunddesemotivenWis－  

SenS；Spaterer Etymologle Zufolge verweistes auf  

匡∃  
mit seinem Gewisen a11ein．  

keinesolipsistische，  

verwandelt der Mensch  

ineindialog・ischesWesen．  

nichtentscheidend；   

tlIILel、－ －1－   

テーマ。レーマ  

Doch diese Einsamkeit ist 

denn durch dieinnere Sもimme des Gewissens  

3．ObdieinnereGegenstimmeaufGottverweist   

OderobsiedasSittengesetztverk6rpert，ist  

en七seheidendis七alleimda軋  
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：分析文例1，2は、むしろ前の方で取り上げるべきも  

のであったかもしれない。つまり、2は、1に対して、  

いわば自ら「テーマ。レーマ」の取り出しと抽出を遂行  

しているものである。その意味で本稿にとって極めて重  

要なものである。「誰もが自らの良心とともに孤独であ  

る」という命題呈示、そして、その命題に対して、二点  

を「孤独」、「良心の内なる声」を「テーマ。レーマ」と  

して再設定して、「レーマ」的展開をしてみせている。  

分析文例3は、先行「レーマ」の引き取りとして非常に  

よく見られる技法であり、次の文例も同じ性質のもの。  

Ein Kind nach王neko？Unm6glich．（Grete Weil：  

均）d的～ge托，1995）（彼女と結婚するということは彼ほ欲し  

ていない、このことを彼は告げた。どうしようもなく、彼はも  

う結婚しているのだから。それは彼女には解せない。子どもの  

ことを彼女は欲しがっているのだ。イーネコに似た子のこと？  

それは不可能である。グレーテ・ヴアイル）  

Dumustkeineswegs，Wenndunichtmagst．Zwind  

genwillichdichnicht．（したくないのなら、しなけ  

ればならないことはないよ。無理強いするつもりはない  

のだから）  

4．指示代名詞（焦点代名詞）  

I）as FuBballspielheute war wirklich sapannend．  

～Doch，血塗muBmansagen．（今日のサッカーの  

試合は、ほんとうに面白かったわ。－－－－そうだとも、そのとお  

りだ）  

EristeineFeigling．－0，nichtdoch，由坦dGrfen  

Sirnichtsagen．（彼は臆病者だ。－いや、いや、そんな  

ことを言ってはいけません）  

Wollen Sie mit mir tanzen？＋ Ich tanze sehr  

SChlecht．迦邑glaubeichnicht．Doch，eSistwahr．  

（私と一緒に踊りません。－ダンスはとてもへたなんです。  

信じないわ。－いえ、はんとうなのです）  

Ob einer seine Arbeit gern oder mitLiebe2：ur  

Sache tat，War岬Ⅳi（ね也L一岬im Gegenteil，das  

hielt nur auf．Wichtig war ganz allein，daB erin  

m6glichst knrzer Zeit m6glichst vielarbeitete．  

（Ende）（自分の仕事を歓んでするのか、それとも仕事への愛  

情をもってするのかということは重要なことではなかった。そ  

れどころか反対に、そんなことは、仕事の邪魔になるだけだっ  

た。重要なことはただひとつ、出来る限り短い時間内で出来る  

限り多くの仕事をすることだったのだ。エンデ）  

3．5．「認容文先行の場合は、力強い先置の言葉がふさ  

わしい」（関口存男）   

筆者の知る範囲では、関口存男の仕事のなかに、珍し  

く、この「テーマ。レーマ」への着眼がまとまったかた  

ちでは見られない。そのなかで、この「認容文」との関  

わりでの註釈は、貴重である。文例も彼のもの：  

科学は理性を満足させるかも知れぬが、気持ちはいささ  

かも充たさない。  

Die Wissenschaft些過度die Vernunft befriedigen，  

－das Gem拉も1a8t sieleer．  

科学がなんといおうと、幽霊はじっさいにいるのだ。  

Die Wissenschaft 些担g Sagen，WaS Sie will，  

Gespenstergibteswirklich．  

科学がたとえどんなにして掛っても、ひとつここにどう  

しても科学では説明できないことがある。  

Die Wisenschaft璽担g Sich anstellen wie sie will，  

eins lrann man nie und nimmer begreiflich 

machen．  

5．1レ岬マとして「否定語」   

次に、「テーマ。レーマ関係」を設定した後の「レー  

マ」を見てゆきたい。どのような語句が好んで使用され  

るのかという問題である。  

文例：  

Vdm Gewissen friBt man nicht．（良心では食ってはゆ  

けない）  

Ich warin Auschwitz，in Majdaneck，ich warin  

Sobibor，辿工PaChTreblinkabinichniegegangen．  

MeinVaterwurde dortgemordet．（IgnatzBubis，  

im励er乃Ⅴ．Nr．321999）（私はアウシュヴィッツにも、マ  

イダネックにもソビボールにも行きましたが、ただトレプリン  

カだけは行ったことがありません。父がそこで殺されているの  

です。ドイツ。ユダヤ人評議会議長イグナッツ・ブービス）  

Uberdenwahren CharakterderNatizwuBte mein  

Vater zu wenig，und yq申d刷  

錮kommen sqllten，ahnte ersogutwie  

れi¢h七臥（Weizs益cker）（ナチスの奥の性格にっては、父は  

あまりにも知らなさすぎたし、その後なされることになった、  

3．6 不定形動詞を文頭に  

Heiratenwi1ler sie nicht，das hat8rihr gesag・t，  

wiek6nnteerauch，eristjaverheiratet．Esistihr  

nicht recht．Ein Kind m6chte sie vonihm haben．  
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－I．ン，l ・■卜・、l∴トニり〉∴－∴∴・l、卜¶．ド‥卜いI  
、   

Wir sind¶meもaphysisch－alle an diesen Ve  

brechen schuldig（wobei〈all〉 dasAuslandein－  

SCl11ie8nli6nnte）：Wirlebもen zul・Zeit der Ver－  

brechen，Wir verhinderten sie nicht，Wir・  

言語に絶する犯罪のことは、いわば予感していませんでした。  

ヴァイツゼッカー）  

Wenn die Parteien die L6sungL der Probleme den  

Streiもgegen dieⅨonlⅢ1－renZ tlnl；erO‡、dnen，Wenn  

SiedieFragenderZeitzuInstrumentenim貰（ampf  

umL die Macht enもwerfen，）a，da了ImleidetihI・e  

Glaubwiirdigkeit．Aber das schadeもnicht nurih－  

nen，SOndern uns alle王1．Denn由⊇旦狂地蔓fiir sie  

gibtesnichも．（Weizs良cker1990）（政党が諸問題の解決  

を競争に対する闘いに従属させるとき、政党が時代の諸問題を  

権力闘争の道具として企てるとき、もちろんそのときは、政党  

の信頼性は損なわれます。しかしそれは、政党を傷つけるばか  

りではなく、私たち全員を傷つけます。というのも、政党に  

取って代わるものは、存在しないからです。ヴァイツゼッカー、  

1990年）  

Man kann die historischen Bedingungen anal－  

isieren，die Voraussetzungen klaren，aufgrund  

derer die Nazis die Vernichtung・derJuden und  

tiberlebten．Moralisch sind wir schuldi  β0抱㍗ァi  

wirunsalsJeeinzelneeineBeteilung・anihnenund  

am Regime der Verbrechen vorzuwerfen haben．  

sindwir 〈schuldi  g柁β0抱㌢柁Wirals】〕e－  

siegte Eiir das im Namen Deutschlands Getane 

l・・－いい：－∴＼：l・ごi＝ ‥il＝い川Il・lll…l吊∴t・トー・－1l＝l川－－さ一、  

besteht eine auch von auBen feststellbare Schuld  

allerDeutschen．（Richard Matthias Mtiller，1994）  

（我々は一形而上学的に言って一全員がこれらの犯罪に対して  

罪を負っている州「全員」という言葉で外国も含みうるであ  

ろうー、つまり、我々は犯罪の時代を生きたのであり、我々  

は諸犯罪を阻止しなかったのであり、我々は生き残った人々な  

のだ。道義的に我々が罪あるのは、我々が諸犯罪と犯罪者たち  

の国家体制への参加をひとりびとりが非難せざるを得ない限り  

のことである。我々が政治的に罪あるのは、我々が敗戦国の国  

民としてドイツという名の下でなされたことに対して損害賠償  

責任を負っているかぎりのことである。こういった政治的な責  

任という意味においてのみ、すべてのドイツ人の、外部からも  

また確定可能な罪が成立する。リヒャルト・マティアス。ミュ  

ラー）  

Zig・euner Europas betriebenhaben，  aber erklaren  

1aBtsichAuschwitznichも．（Brauman1995）（ナチ  

スがヨーロッパのユダヤ人とチゴイネルの絶滅を駆り立てた歴  

史的な諸条件を分析し、諸前程を解明することは出来るが、し  

かし、アウシュヴィッツを説明することは、出来ないことだ。  

ブローマン）  

andiesenVerbrechenschuldig・．  Wirslnd alle  －meねpbysisch－  

WiTlebもenzu‡・ZeitdeTVerbechen，  

Wirverhinderもensienicht，  

wir琶berl（）bten．  

Moでalis¢hsindwirsehlユIdig，  SOjbrnwirunsalsjeeinzelneeineBeteilung   

an ihnen und am Regime der Verbrechen 

vorzuwerfen haben．  

insoib柑Wirals Besieg七eftirdasimNamen   

Deutschlands Getane haften．  

polit呈sc王1Sindw呈1，S¢huldig，  

NuどまmSinlleSOiebpolitiseh肝Haf抽ng  

besteht eine auch von auBen festbare Schuld  

aller DeuじSChen．  

：テクストは、ヤスパース著『罪責問題』の要点を抽出  

したもの。ちなみに、その妥当性に関して一言すれば、  

過不足のない要点が出されていると判断する。「テーマ  

◎レーマ関係」としてどこ「まで」を包括すべきかとい  

う問いに対して、この分析のような回答を提示する。つ  

まり、「道義的に我々が罪あるのは」までを包括するの  

であり、「副文」である「sorel－n」以下が、言いたいこ  

と、つまり「レ岬マ」である。しばしば指摘される、  

「ドイツ語ハ「副文」ガ重要」という示唆は、この、よう  

な「テーマ①レ血マ関係」に対する「レーマ」としての   

lモミi弓－、一  
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「副文」のことに他ならない。  Zu Verhalten，als wir es tatsachlich tun．（Staatコ  

ぶ～eズ£た0托《Verα柁£MOr£㍑托g》7．Aufl．1989）（我々の行  

為が自由意志的であるのは、その行為が暴力によって強制され  

ることもなければ、重要な事実の無知にももとづくことなく、  

生じるときである。…責任の根本条件はしたがって、行為の自  

由であり、それは、我々が実際に行動するのとは適ったように  

行動することが我々に可能であるときである。『国家事典』「責  

任」第7版、19鍋年）  

Freiwilligist unser Tun，Wen托eS Weder durch  

Gewalteinwirknrlg erZWungenist noch aufgrund  

von Unwissenheit um die relevanten Fakten des  

Fallserfolg・t．u－一一山Elementarbedingung・VOn Ve－  

rantwortungist also Handlungsfreiheit，die man  

vorliegt，WeTmeSunSm6glichist，unSauChanders  

FTeiwilligisもunserTun，  WenneSWederdurchG．erzwungenist  

NochaufgrundvonUnwissenheitum  

dierelevantenF．desF．erfolgt．  

ElementarbedingungenvonV．istalso  

Handlungunsfreiheit，  diemanvorlegt，We托neS””－－  

：第一文は、FreiwilligistunserTundann，Wenn  

として、書き改めることが可能なことは、周知のとおり  

であり、「主文」中に必ず言うdannによって、後続詞  

wennとのあいだに「関係」が作られるのである。我々  

は、《wenn／dann》のみならず、このような《dann  

／wenn》までも、，「テーマ。レーマ関係」であると包  

摂したいのであるが、この点は、今少し保留して、検討  

対象とする。   

「関係代名詞」による「名詞」への付加という形で、  

「レーマ」を呈示することは、重要な技法であろう。  

いであろうことを、事情や結果を知らないま割こするときだけ  

である。『国家事典』「責任」1989年版）  

：einTun，dasによる「レーマ」、einTunauch  

dann，Wennによる「レーマ」、nur（dann）sein，  

wennによる「レーマ」が、文の可能性追求であると言  

えようか。  

ManlernteineFremdspracheambestensprechen，  

血man ohne Rticksicht auf Fehler m6glichst  

vielrede仁．（外国語を話すのを最もよく学べるのは、聞達う  

ことを怖れずに出来る限りたくさん話すときだ）  

蝉erkenntmandaran，daBsie  

auch unpopulare MaBnahmen nicht scheuen．（良  

い行政かどうか分かる旦娃、不人気な措置をもいとわないこと  

に照らして三あ旦：「テーマ・レーマ関係」ヲ明確ニスル訳文。  

良い行政かどうかは、不人気な措置をもいとわないことに照ら  

して分かる）  

Einen guten Deutschen erkennst du daran，Ob er  

daftirist，daB der8．Maiein Tag der Befreiung  

gewesenist．（HeinrichB611）．（良いドイツ人だと君が  

認識できるのは、その人が5月8日が解放の日であるというこ  

とに賛同するか否かに照らしてである。ベル）   

ここまで分析をすすめてくるならば、「5・2」で取り上げ  

たsofern，insofernをも、「レーマ」としてではなく、「テー  

マ・レーマ関係」へと含めて考える方が、「テーマーレーマ関  

係」がいっそう明確になるであろう。したがって本節もまた、  

daran，／daB；daran／obに対して、「テーマ・レーマ関係」  

を析出することが出来よう。この点はさらに、今後の検討課題  

としたい。   

Freiist demnach‥ein TuTt，das aus Absicht oder  

Uberlegung・reSultiert，freiist aber ein Tun auch  

dann，WeTUt eS nicht zielbewuBt oder tiberlegt  

geschieht，aber der Tater zu Zielvorstellung・，  

tJberlegung und EntschluB und damit zu diesem  

Oder einem anderen Tun bef鼓higt gewesen w左re．  

Neben unkontrollierbarem Zwang und Gewalt  

kann Unwissenheit entsprechend ve－  

rantwortungsentlastend7turSein，Wenn）emandin  

unverschudeter Unkenntnis der Umstande oder  

Folgenetwas tut，WaS erbeiihrerKenntnisnicht  

tunwiirde．（ibid．）（したがって行為が自由であるのは、  

その行為が、意図と熟慮から結果として生じているときであり、  

しかも或る行為が自由であるのは、目榛を目指したり熟慮され  

ることなく起こるときであり、犯罪者なら日韓の表象、熟慮、  

決断が、したがってまた、あれこれの犯行が出来る能力がある  

場合である。制御不能の強制力と暴力以外に無知が責任の負荷  

を取り除くことになるのは、誰かがもし知っていたならばしな  
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巨≧∃  

ManlernteineFremdspracheambestensprechen，  

We托乃manOhneRticksichtaufFehlerm6glichst  

vielredet．  

1．Man1ernteineFremdspracheambesten dann，   Wen托manOhneR．aufF．m．vielredete．  

2．  EineguteVerwaltungkann man  

erkennen daran，   daBsieunpopulare MaBnahmensichtscheuen．  

3．¢  EinengutenDeutschenerkennstdu daran， Oberdaftirist，daBder8．MaieinTagder  

Befreiungist．  

うにするものを、私は、現象の形式＝形相と呼ぶ。カント）  

Ich verstehe aber unter dem 6ffentlichen Ge＿  

brauche seiner elgenen Vernunft denJenlgen，den  

jemandalsGelehrtervonihrvordemganzenPub－  

1iknm der Leserwelt macht．Den Privatgebrauch  

nenneichdeTdenlgen，deflerineinemgewisenihm  

anvertrauten b也rgerlichen Posten oder Amte von  

SeinerVernunftmachendarf．（Kant1784）（私は自  

分自身の理性の公的使用ということで、誰かが学者として読書  

界の公衆全体を前にしてなす理性使用を考えており、理性の私  

的使用と名づけるのは、誰かが自分に託された市民としての地  

位か職務において自らの理性を働かすことである。カント）  

6．1定義に際して：文頭への「定義対象」の先置、文   

末での「定義づけ」   

「定義づけ」に際して、文頭語として「テーマ。レー  

マ関係」を活用するという技法も確認しておくべきであ  

ろう。  

文例：  

Werkstudenten nennt man soIche Studenten．die  

arbeiten．damitsieihr Studium selberfinanzieren  

k6m．（アルバイト学生とは、学資を自分で稼ぐために働  

いている学生のことだ）  Erl坤∋Sein  
VersDreChen．So etwas nenneich denn Schlam一  

旦旦£旦主．（彼は時間どおりに来ることは決してない。彼はまた、  

約束を守ることもー度もない。そういうのを私は、だらしない  

というのだ）  

Situationenwiedie，daBichimmerinSituationen，  

daBich nicht ohne Kampf und ohneLeidleben  

kann，daBich unvermeidlich Schuld auf mich  

nehmen，daBich sterben muB，nenneich Gren鱒  

g＄～fααが0托e托．（Jaspers：タ揖乙08qpんie．月α托d〃，Heト  

delberg1956，S．203）（私がいっも状況のなかにいること、  

闘争なくしては苦悩なくしては生きられないこと、不可避的に  

罪を担うこと、死なざるを得ないことといった諸状況を私は、  

限界状況と名づける。ヤスパース）  

In der Erscheinung nenneich das，WaS der  

Empfindung korrespondiert，die Materie der－  

Selben，dasjenige aber，Welches macht，daB das  

Mannigfaltige der Erscheinung in gewissen  

Verhaltnissen geordnet werden kann，nenneich  

d£e ダor7托 derガrぷCねeま柁α托g．（Kanヒ：K．d．r．Ⅴ．，  

A．20，B．34）（現象において感覚に対応するものを現象の質  

料と呼び、現象の多様性がある種の関係に秩序づけられうるよ  

6．2 定義と註釈に際して  

Aufklarungist der Ausg・ang auS Seiner selb－  

StVerSChuldeten Unmtindiどkeit．Unmtindiどkeitist  

dαβ Verm∂ge7l，β£cん βei乃eS Verぶね托deぶ 0んれe  

エe加乃g e£托eS α花dereれ Z払 わed去e71eJt．Selb－  

StVerSChuldetist（1iese tJnm瑚曳，u）eTm die  

【ルsαC／ほ derse路e托 れよc如 αm 〟α托geヱ deg Vgr－  

Sねndes，SOTldern－ der 丘：雨sc′もエie瓜肌glJ托d（ブes  

〟扇eぶ～£eg£，Sよc′もSeよnero′も托e上．e血汀gei托eざZαわe－  

dienen．Sapereaude！HabeMut，diedeineseigenen  

Verstandes zu bedienen！ist also der Wahlspruch  

derAufkl＆rung．（Kant）  

7．必要語としての「指示的強調語」  

Ichhoffe（darauf），daJ3dieArbeitbisheuteabend  

fertigist．darauf：fakulativ（随患L  

迦星die Arbeitbisheute abendfertig・ist，darauf  

hoffeich．darauf：蜘orls（九（義務）  

Wir habenlange dartiber diskutieren，Ob wir   
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seinen Vorschlagablehnensollenodernicht．  したがって後世にも伝えられることがないという、その理由だ  

けでも、残念なことだ。ベル）  

川い＼・il・こミいi川、‖＼一川・さミt・lll‖！ミ‖トlいl廿＝バ＝lい‖川ト■・】lit・llし  

地h柚disk雨iel、en．  9．「テ寧マロレ問マ関係」としてのDoppelpunkt（三   

重点）   

これまで何度か出て来たが、「二重点」にも、「テーマ  

◎レーマ関係」を認めることが出来る用法が見られる。  

二つか、それ以上の内容的に併行した文章を言う場合、  

「コンマ」にするには、密接しすぎており、だからと  

いって、「コロン」にするには重過ぎる場合、これら双  

方を併せた「セミコロン、二重点」を用いる。次のヤス  

パースからのテクストでは、ichweiJ3，da8と直ちに  

ゆかずに、ichwei8：daJ3と「二重点」の採用である。  

問に「二重点」をはさむことで、その先にへと「心の首  

を延ばさせる」（英語学者佐々木高政）役割を演じさせ、  

とっておきの回答が「二重点」の向こう岸に用意されて  

いるというわけである。  

8．由rum′d¢SWe9en「指示的強調」  

Ich konnte heute nacht kaum schlafen．柵 Ach，  

darumbistdusoschlechtgelaunt．（昨夜はばとんど  

一睡も出来なかった。－ああ、だからなのか、そんなに不機  

嫌なのは）  

Warumbistdunichtgekommen？れDarum！（な  

ぜ来なかったの？－なぜでもよ。（どうしてもこうしてもな  

いよ）  

“Unm6glich！”ftigte sie hinzu．“Warum？”  

”Warum？Weilder Weg zu weit，darum．”“Wie  

Weit？”“EineStundeftirSie．”（Rinser）（「とても不  

可能ですね」と、彼女は付け加えた。「どうして」「どうして  

だって？通が遺すぎますよ、だから」「どれくらい」「あなた  

の足だと一時間はかかるわ」。リンザー）  Wenn es geschieht und wennich dabeiwar und  

wennichtiberlebte，WOderandereget6tetwird，SO  

istin mir eine Stimme，durch dieich weiB：daB  

ich nochlebe，ist meine Schuld．（Jaspers：Die  

ぶc／も㍑～亘什αge，1946，S．48）（そのことが起こるとき、そし  

て私がその場に立ち会ったとき、そして他の人が殺されて私が  

生き残ったとき、そのときには、私の内面で或る声が発せられ、  

その声を通じて私は知る、つまり、私が今尚生き長らえている  

ことが、私の罪であると。ヤスパース）  

Es war die Zeit des Briefschreibens，das heute  

durchs Telefonieren erse仁ztist；1eider，SChorldeD  

Stlalb leider， WeEt so viele Fl・e－  

undschaftbeziehungennieschriftlichfixiertundso  

derNachweltverlorengehenwerden．（B611）（それ  

は、手紙を書くことがあたりまえの時代だった。今日では電話  

がその代用品になってしまったが、残念なことだ。数知れぬほ  

ど多くの友情の吐露が一度も文字に書き留められることなく、  

‥㌻ユ  匡∃  

¢  Wennesgeschiehtund  

wennich dabeiwar und  

Wennich tiberlebte，WOderandereget6ttwird，  

，SOistin mireineStimme，durchdie  

ich weil3 

dαβgcん柁OeゐJeむe，gぷf椚e～托eぷぐん〟柑．  

Und wie esin der Geschichte zu sein pfleg暮t，Wir  

haben damit nicht nurihnen Leid angetan，SOn－  

dern mehr noch uns selbst：Wirhaben mit derTo－  

talitatsoabgerechnet，daBwirihrenKeimindas  

eigene Handelnaufgenommenhabenund soauch  

in dieelgene Seele，WaS unS kurz daraufgrausam  

Zurtickgezahlt wurde in der Form unserer  

Unf益higkeit，eineranderen und von anderswoher  

importierten Totalitatentgegenzutreten．Ja．noch  

mehr：manChevonunshabenihraktivaufdie Welt  

geholfen．（VaclavHavel1990）（そして歴史においては  

よくあることですが、私たちは彼らドイツ人を傷つけたばかり  

ではなく、それ以上に私たち自身を傷っけたのです。すなわち  

私たちはナチズムの全体主義と決着をっけるのだとして、全体   
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主義の萌芽を私たち自身の行為の内部に、こうして私たち自身  

の魂の内面へと引き受けたのであります。このことは、もうひ  

とつのどこか余所から輸入されたスタ如リン主義という全体主  

義に対して対抗する能力がないというかたちで、その後すぐに  

跳ね返ってきました。それどころかもっと言えば、私たちの多  

くが新たな全体主義が世界に誕生するのに手を貸したのです。  

ヴアーツラフり＼ヴェル1990年3月15日）  

Beidem wollteich mich stellen：dem Verstehen  

und dem Verurteilen．Aber beides ging nicht．  

（刀er Vor～eser，S．153）（両方に私は対略しようとした。  

つまり、理解することと、裁くことである。しかし両方はだめ  

だった。ベルンハルト。シュリンク）  

Den：Herrn der Geschichtewird er（der Gottes－  

beg・riff）dabeiwohlfahrenlassen mtissen．AIso三  

Was f也r ein Go拭konnte es g－eSChehenlassen？  

（HansJonas：刀er Go昆e占わegr卓〝托αCんA㍑SC／もu去£z，  

1984）（歴史の主宰者をして神概念は、経験させることになる  

であろう。したがって次のように問うことになる。即ち、どの  

ような神がアウシュヴィッツが生起するままに放置することが  

出来たのかと。ハンス・ヨーナス）  
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結 論   

1．文頭語に関して、新規の「テーマ」が「不在。欠   

如」で、「テーマ。レーマ関係」が出現していること   

は、充分に強調してよいことで、強調してもしたらな   

いものである。これは、教授法としても、従来のドイ   

ツ語教育を、初級段階から一新させる可能性がある。  

2．「wer／der；Wer／dem；Wer／den，WaS／   

das」（また、旧来は、Wenn／dann；Wenn／so   

S邑tzeと称されていたもの）が優れて明示的に「テー   

マ。レーマ関係」を表出する例として存在する。  

3．レーマとして呈示される部分が、更に究明の余地が   

ある。  

4．「dann／wenn，dort／wo，daran，das，deswe－  

gen（deshalb），Weil」も包括可能か否か、という問  

題が残存する。  

5．「Esgibt，eSgehtjemandemum」の「地平0焦  

点関係」、「テ叫マ。レーマ関係」の特殊形の分析、ま   

た、テキスト分析への展開は、今後の課題とする。  
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